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UEC Museum of Communications 
活動状況報告
青山憲太郎ta)
Annual Report 2013-2014 
Ken taro Aoyama' ta) 
t 学術調査員電子管担当
Academic Investigator, Electron Tube Division. 
a) E-mail: kenawoyama@nifty.com 東 10号館 111室，電話
5296 
1. あらまし
平成 25年度及び 26年度を通じて、当ミュージア
ム第 6展示室にて公開中の展示真空管、および収蔵
庫に保管中の収蔵真空管の全てについて収蔵真空管
リスト
またホームページの改修に備え、展示中の個々の
を実施した。
キーワード：展示真空管・収蔵真空管、収蔵真空管
管理リスト
2. 作業の概要
6展示室にて公開展示真空管は、初期のものか
ら最終期に至るまでの、受信管、送信管、特殊管等
本がある。展示真空管以外に収蔵
ると約 13,000
リストとして、
であった故国府田東ー氏が作成したリスト
その後の寄贈品が加わったこともあり、
としつつ、項目の追加整理を行っ
の所蔵真空管の点検を行い、新ら
リストを作成することとなった。
中のものを別にして、真空不良や、ヒータ
（フィラメント）断線などの破損真空管は除外し
だ製造数が非常に少ない等、歴史的、
についてはこれらの破損真空管も
てある。
また真空管は真空管製造会社の名前と管名が記さ
れた収納箱に入れてあるのが本来の姿であるが、機
器から取り外されたものや中古品の中には箱が無い
ものが多く、白箱を新たに用意し収めた。今回の整
理のため新たに用意した白箱は 3000本程に上る。
それでも数の不足から MT管の一部はまとめて収納
することとなった。箱にはメーカー名および管名を
し、以降の確認や所要真空管の摘出が容易に行え
るようにしてある。
リストには個々の真空管の収容箱
に記されている管名、タイプ型名、メーカー名を記
した。また ST/GT/MTといった形状の別、電極
数、主な用途等もできるだけ備考欄に記入してある。
その上で大型のプラスチックの引き出し式の収納
スに収めた。このケースには戦前に製造された
もの（戦前）、多量寄贈者のもの(Bおよび 0)、一般
(A)の別に頭文字を付けた上で、通し番号を付した。
収蔵真空管管理リストではこの通し番号から以降の
検索を容易にしてある。ケースの数は 200を越える。
今後も収蔵真空管が増加するとので計画的に大型の
プラスチック収容箱、収容白箱の適当数の補充をし
たし＼
この作業と別に現在展示中の真空管の全てについ
て、個別の写真を撮影した。以前撮影されているも
のも多いが、展示品の入れ替えもあり、将来ホーム
ページの刷新に備えての作業として行っ
撮影後現像処理を通じ、各種用途に使えるよう
に価値
のある
れは今後も引き続き行っていきたい。
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3. むすび
この二つの作業には、山肩・磯田両学術調査員と
ともに、週一回ないし二回のペースで臨み、ほぼ一
を要した。
完成した収蔵真空管管理リストの効用は大きく、
収蔵品の受信機などの修理を行うにあたって必要が
じた真空管の抽出や、外部への展示品の貸出要請
にも短時間で応ずることができるようになった。ま
た将来展示品の入れ替えを行う場合にも容易に対応
できる。現状の展示真空管に所蔵真空管を含めて、
に価値ある展示ができるように約 2倍程度の
フロアーの確保をお願いしたい。
これからも収蔵真空管管理リストのメンテナンス
に注力し、この態勢を保持していきたいと考える。
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アマチュア無線歴史展示 I年次報告書 2013-
2014 
有澤豊志ta)
Report on exhibition of amateur radio equipment / Annual Report 
2013-2014 
ARISAWA Toyoshi ta) 
t 学術調査員通信の歴史担当（第 1,3,5,hamradio展示室）
Academic Investigator, Study on the history of communications. 
a) E-mail: arisawat@uec.ac.jp 東 10号館 207室，電話 5296
あらまし 主に担当したアマチュア無線の歴史展示
に付いてその概要を報告する。同展示は昭和初期よ
り昭和 60年代頃までの本邦の歴史的なアマチュア
無線機器を展示したものである。これらの機器の多
くが当館開館初期に日本アマチュア無線連盟（以下
JARL) より寄贈された機器を中心に収集展示され
ている。これは日本のアマチュア無線の歴史を記す
ある。
ワード： JARL、ham、短波通信、モールス
1. まえがき
はアマチュア無線局と言う名称は、昭和 25
年(1950年）5月に電波法が公布されるまでは無かっ
それ以前は官設か私設無線局かが区別されるの
みであり、その目的により研究目的か営利目的かを
自らが区分していた。その中で大正末期頃よりアマ
チュア無線家(ham)と呼ばれる人々の手による長波、
中波、短波帯で無線通信の実験が始められた。
現在は国際的には ITUの規定に基づき、国内にお
いては先の電波法により無線局の一種別としてアマ
ュア業務と規定され、その運用
級別の国家資格を必要とし無線局の
申請・許可を得て運用される。
アマチュア無線の歴史展示は、通信機器の発展の
歴史のみならず国内・国外の電気通信に関する法規
ならびに社会的背景などの歴史検証を含めた大変興
味深い分野である。
2. 年次報告書の内容
1.アマチュア無線歴史展示に付いて
2.貴重機器と寄贈受け入れに付いて
3.電通大クラブ／JAlZGPによる
4.その他、見学者への対応に付いて
3. 内容の説明
3.1 アマチュア無線歴史展示に付いて
当館には昭和初期に本邦の hamによって作成さ
れた自作機や第 2次大戦の前後に作成されたもの、
その後日本が電子立国を目指して発展期を迎え
世界に先駆けて行われた電話のみの資格の制定、そ
れによる大量のアマチュア無線局の増加を支えた代
表的な機器を、年代別、機能別に解かりやすい展示
に勤めている。 （図 1参照）
3.2 貴重機器と寄贈受け入れに付いて
より深い調査・研究と展示を目指し、当館学術調
の協力を得ながらエポックとなる機器等の積極
的な収集、整理をおこなっている。
図 1, アマチュア無線歴史展示
3.3 電通大クラブ(JA1ZGP)］こよる実演展示
当館開館以来無線通信の動態展示として本学の
「電通大クラブ／（JAlZGP)」による実演展示を行っ
ている。このクラブ局は本学のクラブ活動として
録され、その活動は数々のコンテストで常
を収めており、大学設置のアマチュア
として全国 1位を得るなど国内外でそ
評価されている。当館での実演展示は多くの
に注目されており、当館の重要な展示として彼らの
う所が大きく今後も協力をお願いしている。
3.4 その他、見学者への対応などについての活動
私の在館日は原則毎週水・木曜日とし、予約見学
（主に各地の団体高校生）ならびに本学に立ち
った卒業生、また一般の見学者について、案内な
らびに解説をおこなっている。 （詳細は各月の展示
よる。）
4. むすび
は国内外のアマチュア無線機器ならびに
など、無線技術発展の歴史の一端を紹介す
る展示である。また、アマチュア無線業務はそれ自
体営利目的では無く技術の追求等の為に電波を発射
して実験が出来る特異な実験環境といえる。これら
は現代の若者の理科離れ工学離れを取り戻す手段と
しても大変興味深い分野といえる。
平成 25年現在で国内のアマチュア無線従事者の
免許保持者約 334万人、開設アマチュア無線局数約
43.5万局を擁しており、 JARLから寄贈された多数
の機器を中心としたこれらアマチュア無線機器の展
示は国内外の人々からも注目されている。今後も多
くの研究者や来館者の期待にこたえるべく各学術調
の協力を仰ぎながら調査・研究ならびに展示の
充実に努力したい。
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大塚久ta)
Annual Report 2013-2014 
OHTSUKA Hisashi ta) 
t 学術調査員，電子管（真空管）担当（第 6展示室）
Academic Investigator, Electron Tube Division. 
a) E・mail: tubeclct@aroma.ocn.ne.jp 東 10号管 207室、
電話 5296
あらまし 当ミュージアムの電子管（真空管）展示
特に古典管に重点を置いて作業しています。以
下、 2013-14年度中の主要な事項をレポートします。
キーワード：電子管、真空管、展示品、整備、 ド
キュメンテーション。
1. まえがき
当ミュージアムの古典管部門は大塚が寄贈した欧
米製品を中心とする多量のサンプルを核として、そ
の後も増殖を続けており、今から約 110
してから半導体に主役の座を該るまでの流
きるよう、系統的に展示しています。展
を除いて、すべて当時実際
現物であり、更に最近スウェー
中 (2年後には当ミュージ
の、リーベン管という世界的超
、外国の専門家からも大いに注目さ
れる内容となっています。目下、この展示状況を更
し、 ドキュメンテーションを充実させるべく
中
2 年次報告書の内容
1.展示品の入れ替え、
2. ドキュメンテーションの充実
3.外部からの依頼事項への対応
4.寄贈品の整理、対応
5.特記事項
6. スウェ
7。大学当
ンヘの現状報告
3. 内容の説明
3.1 展示品の入れ替え、整備
の誕生以降の進展、多様化などが一望でき
るようなレイアウトが理想ですが、与えられたス
ペース内で可及的それに近付けるべく、マイナー
チェンジなどで対応しています。
3.2 ドキュメンテーションの充実
古典管については、展示品の誕生の時代背景、当
時の製造者の状況、製造年月、製品の特長などの情
報を文献などから可能な限り収集し、現物の展示
ケースの脇に設けたクリアー・ケース内に A4サイ
ズの文書の形で専門家にも対応できるよう準備中で
す。将来はさらに各サンプルの実測特性曲線などの
4 
世界にも例のないデーターを加え、資料として充実
させたいと考えています。
3.3 外部からの依頼事項への対応
この期間内には国内外からの大口の依頼事項はあ
りませんでした。
3.4 寄贈品の整理、対応
特記すべき寄贈品はありませんでした。
3.5 特記事項
2012年 7月、スウェーデンからリーベン管の付
品として貸与されていた高周波ユニットおよび
フューズ・ボックスの解約満了に伴う返還のためヒ
ンチクリフ氏が来館、当該品を持ち帰られたため、
代品（レプリカ）が必要となり、米国のフォース
バーグ氏に依頼して代品を作成して貰い、入れ替え
ました。大変良い出来栄えで、レプリカとは見えず、
＜ 
3.6 スウェーデンヘの現状報告
リーベン管の貸与期間中、
る義務を課されており、大塚が
ヴェントなどで見学者に説明している
どをスウェ にレ トしていま
す。
3. 7 大学当局への要望
目下、ミュージアムの運営は金銭面で極めて厳し
い状況にあることは十分理解していますが、世界の
専門家からも大いに注目されている当ミュージアム
とっても宣伝効果が大きい筈であり、
を期待します。展示のスペースについても、現
状の 2倍程度に拡充したいと希望しています。
4. むすび
以上の現状に鑑み、大学当局の当ミュージアムに
対する注目度を高めて頂き、学内はもとより外部に
対しても誇れるようなミュージアムにしてゆきたい
と考えています。
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年次報告書 2013-2014
小口貴仁ta)
Annual Report 2013-2014 
Yoshihito OGUCHita) 
t 学術調査員，
Academic Investigator 
a) 学術調査員東 10号館，電話 5296
あらまし 主として音響機器関係の動態化の推進に
よって、動作原理と展示品を通して関連分野への理
解と興味を引き、創造性の豊かな若者を増やしたい。
過去の製品に触れその作られた時代背景から
術の発達の 1片でも知ってもらえたら展示品を
も生きるのではないでしょうか。
ワード：音の記録、電波利用、円筒録音、円盤
録音、テープ録音、アナデジ
1. まえがき
の動作しないものは参観者の興味の対照
となりにくい、保存品の中から動態化して効果が見
られるような品種を選択し、動態化してみた。思っ
り展示室の目玉となった。見学客の評価も得た。
2. 年次報告書の内容
1.エジソン円
2.東京通イ
3 スタジオモニタ
4.円盤再生用
5. RCA 1 0 6 
3. 内容の説明
3.1 エジソン円筒レコード録音の再生機D型
駆動動作時間が短くゼンマイが弱っているのでは
との意見があり、チェックの結果定速装置が動作不
良でゼンマイが一気に解放してしまう。オーバー
ホールと調整により定速装置を正常動作させる
当初の問題は解消。今後の利用を予想し、エジソン
円筒レコード約百本のデジタル録音を終了。音楽用
として大塚久さんと共にCD化して保存した。
（添付資料 1参照）
3.2 東京通信工業の肩掛け式録音器
ソニーの前身M型テープ式録音器
はN日Kを始めとする放送業界で当時デンスケと呼
ばれ街頭録音で活躍した。展示品は始め全く動作不
能で原因調査の結果ショックアブソーバ機能を持つ
カップリンと呼ばれる動力伝達装置の 1部品が経時
劣化により消滅し固着によって回転の伝達が不能で
あった。部品は機態を想像して設計し製作して取り
付け正常動作となったが想像製作した部品は同様な
のである事が後で判明した。電気回路は異状な部品
は交換し動作可能となった。速度調整に機械式カバ
ナーを使っている点と動力源にゼンマイが使われて
いる点エジソン円筒録音の再生器と同様で応用例と
して興味のあるところと思う。 M型録音再生器で動
態は本ミュージアムの他にはないようで、 N日K放
送博物館もソニー資料館も動作しない。
（添付資料 2参照）
3.3 スタジオモニターの試聴展示
ソニーのスタジオモニター用スピーカーシステム
2Ways型で低音用と中高音用ホーン型の組合せで
しつかりしたキャビネットに装着されている。今ま
で鳴らすことが出来なかったが今夏ネットワークを
自製作して聴くことが出来るようになり
参観者の好評を得ている。
（添付資料 3参照）
3.4 円盤再生用蓄音器の完全整備
時間の経過が長いため、箱がだいぶ傷んだり巻き
上げハンドルの軸が別物で、合致していなかったり
ガタが多かった。今回箱の修復と各部の劣化を補修
しメカ部分も OHした、安定に動作いている。ゼン
マイ駆動と機械式カバナー（安定装置）による＝
種の応用品の比較が出来る。
（添付資料 4
3.5 RC  A 1 0 6型スピーカー 2種の動態化
RCAフィールド型スピーカーダイナミック
キャビネットが美しい型をしている、 2台のうち 1
台はチューナーアンプ付きでチューナー部分は中田
先生の担当整備で調整もよく、仲々の高感度に仕
立っている。スピーカーはコーン紙とダンパー
していたが、分解修理の後完全復元。折損してい
た足も再製作取付け後、完全となった中田先生と小
口のコラボ復元です。
（添付資料 5参照）
4. むすび
物を修復させるのは、その時代に現存してい
品や材料を見付け出して忠実に再現する
根気と忍耐力の他に広い工作技術と経験が必要であ
る。技術の習得には限度がない、色々な物を体験し
てこそ出来る事、後輩の育成が必至であると痛感し
ている。
参観者の五感に触れるような展示品の整備が必要
ではないか。昨今の若い人には書いたものは余り
んでもらえない、直接感じる展示に努めたいもので
あります。
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UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
添付資料 1:エジソン円筒レコード録音の再生機D型
ピックアップの針とカンチレバー
スタート、ストップ時のショック吸収ローラー
ピックアップの送り用クローとギャー
とカバナー
円筒レコードの再生と記録（デジタル録音）
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添付資料 2:東京通信工業の肩掛け式録音器
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UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
添付資料 3:スタジオモニターの試聴展示
スタジオモニター
スピーカーシステム
（ソニー製 SEM-5)
クロスオーバー
ネットワーク
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添付資料4:円盤再生用蓄音器の完全整備
，
 
UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
添付資料 5: RCA106型スピーカー 2種の動態化
,‘’-、 ~＂’‘`•ヽヽ 、 •ヽ~ ~ 4如 ' 
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2013-2014年次報告書
小 椋正明ta)
Annual Report 2013-2014 
OGURA Masaaki ta) 
t 学術調査員（第二展示室、工作室）
Academic Investigator 
a) E-mail: de_oguram@pk2.so-net.ne.jp 東 10号館 111室，
電話 5296
あらまし ミュージアムを円滑に運営するための作
業を実施しました．調布祭の展示品の製作、電気通
信大学概論用資料の作成及び説明．資料の整備を行
いました。
まえがき
2013-2914 
作業を行いました。
として以下の
1) エジソン蓄音機の内部説明書の作成
2) 調布祭展示用各装置の製作
3) ソニー製スピーカ (SEM3) のネットワー
クの製作及びスピーカーの特性測定
4) 
5) 調布祭に於し
6) 平成 26
ビデオ紹介の試行
、 2
電気通信大学概論
1. エジソン蓄音機の内部説明書の作成
1-1 小口調査員とエジソン蓄音機の内
した写真、説明を加えた資料を作成
2. 調布祭展示用各装置の製作
を
て活
2-1 櫻井調査員とスピーカとダイナミックマイク
の構造が同じことより、増幅器にスピーカ端子を入
力側に接続し、他のスピーカを増幅器の出力端子に
接続してスピーカがマイクの代わりに出来る装置を
製作し調布祭に展示しました。併せてカーボンマイ
クも接続できるようにしました。
2-2 スピーカから音が出るときコーン、エッジ、
ダンパーがどの様な動作をするかを目視するために
スピーカヘ lHz,...__,100日 z間の正弦波が印加出
るように様にしてスピーカの各部分の動き、
聞こえるときの動きを目で見える装置を製作し調布
祭に展示しました。
2-3 櫻井調査員と青色 LEDでのノーベル賞にあ
やかり、 8種類の LEDの点滅表示、 RGB色の 3
つの LEDを組み合わせて 8種類の色の再現確認装
最新の LEDと初期の LEDの光度が展示でき
を製作し展示しました。
2-4 櫻井調査員とデカトロン、ニキシー管を使用、
PI Cで制御した時計を製作してデカトロンの動作
原理が判るようにし展示しました。
SWの操作で「時間、分表示」と「分、秒表示」の
切り替え、時計機能とカウンタ機能を切り替えるこ
とが出来、更にカウンタ機能時はマイクを接続して
ウント UPするようにしました。
デカトロン、ニキシー管用のソケットが入手出来な
かったため、櫻井調査員がそれぞれのソケットを自
作しました。
2-5 櫻井調査員と磯田調査員所有の投影表示器を
使用し PICで制御した時計を製作して投影表示器
の動作原理が判るようにしました。
用していた豆ランプに不良品があったのですべての
ランプを LEDに変更しました。 LEDは其のまま
では取り付けが出来ないので豆ランプと同
加工しました。
2-6 小口調査員とダイナミックマイク、ダイナ
ミックスピーカの易しい動作原理などを示した説明
書を製作し、内部構造が判るように加工したダイナ
ミックスピーカと併せて調布祭で展示しました。
2-7 低学年向けに糸電話を作りました。糸の部分
をタコ糸、毛糸、スプリングなどでつなぎ、それぞ
れの材質で音がどの様に伝わるかが実験できるよう
にしました。
11 
3. S EM3のネットワークの製作及びスピーカーの
特性測定
3-1.小口調査員と展示されていたソニー製スピー
カ (SEM3) はウーハーとツイータの駆動が別々
のアンプに接続されていた為調整が難しく最良の設
定で動作させることが困難であった為これらを
るために、スピーカ用ネットワークの製作後、ス
ピーカーの特性測定を行いながら最適な条件で動作
るようにしました。
コイル関係はすべて自作しました。
スピーカーの特性測定回路
4 第二展示室のビデオ紹介の試行
のビデオファイルをパソ
り込み簡単な操作でそれぞれのビデオファ
ることが出来るソフト作成し、展示しまし
5. 調布祭に於いて第二展示室での説明員
において中川、小口、桜井調査員と
UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
に対して、第 2展示室のラジオ、音響、コン
ピュータなどの説明を行いました。
6. 平成 26年度 電気通信大学概論
平成 26年度新入生向けにミュージアムコミュニ
ケーションの概要説明、電卓の説明資料の作成、講
堂での説明会、展示室での説明を行いました。
7. むすび
調布祭に展示する装置の製作、説明の実施、平成
26年度 電気通信大学概論に使用する資料の作成な
どを実施しました。
一部第二展示室用に撮影されていたビデオがあっ
たのでこれをパソコンに取り込み、操作しやすくし
ました。
今後はこの作業を更に進めて説明文の追加、ナ
レーションの追加などを進めたいと考えています。
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2013-2014年次報告書
櫻井徹男ta)
Annual Report 2013-2014 
Sakurai Tetsuo ta) 
t 学術調査員，（第二展示室、工作室）
Academic Investigator, 
a) E・mail: de_oguram@pk2.so-net.ne.jp東 10号館 111室，
電話 5296
あらまし ミュージアムの運営を円滑にするための
種々作業を実施し、調布祭の展示品の製作、
信大学概論用資料の作成及び説明を行いました。
まえがき
2013-2914年は学術調査員として以下の
作業を行いまし
1) 第二展示室内のアンテナ線の這廻し
2) 調布祭展示用各装置の製作
3) 調布祭での説明
4) 平成 26
1 第二展示室内のアンテナ線の這廻し
ホイップアンテナから第二展示室内にアン
テナ出力が来ていますので、これを分配し 2箇所で
利用できるように天井に 750の同軸ケー
まわしまし
2. 調布祭展示用各装置の製作
2.1 との共同作業でデカトロン、ニキ
、PICで制御した時計を製作し展示
SWの操作で「時間、分表示」と「分、
の切り替え、時計機能とカウンタ機能を切り
ことが出来、更にカウンタ機能時はマイク
て音声でカウント UPするようにしました。
デカトロン、ニキシー管用のソケットが無かった
ためそれぞれのソケットは自作しました。
2.2 小椋調査員との共同作業で青色LEDでのノー
ベル賞受賞にあやかり、 8種類の LEDの点滅表示、
RGBの 3色の LEDを組み合わせて 8種類の色の
再現確認装置、最新の LEDと初期の LEDの輝度
が比較できる装置及び紫外線 LEDでウランガラスと
蛍光ペンが蛍光発色する様子が判る装置を製作し展
示しました。
2.3 小椋調査員との共同作業で磯田調査員が所有す
る光点式表示器と投影式表示器を借用し PICで制
御した時計を製作して各表示器の動作原理が判るよ
うにしました。投影式表示器に使用してい
球は暗いのと断線しているのが多かったた
を光点式には緑と赤の高輝度 LEDに、
似白色の高輝度 LEDに変更しました。 LEDの取付に
は¢6の銅パイプを 7mmの長さに切断し 1.2mmの
PWBを ¢8に切断し LEDを半田付けしました。 70
本程度作成しなければならず結構な時間が掛かりま
し
2.4 低学年向けに糸電話を作りました。糸の部分を
タコ糸、毛糸、スプリングなどでつなぎ、それぞれ
の材質で音がどの様に伝わるかが判るようにしまし
た。
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3. 調布祭に於いて第二展示室での説明員
調布祭において中川、小口、小椋調査員と共に来
客者に対して、第 2展示室のラジオ、音響、コン
ピュータなどの説明を行いました。
4 平成 26年度 電気通信大学概論
平成 26年度新入生向けにコミュニケーション
ミュージアムの概要を説明するための資料を半導体
は時田調査員、真空管は山肩調査員、電卓関連は小
椋調査員に分担作成して戴き、纏めの作業を私が担
当し講義に臨みました。 5月 1日に 4人で講堂での
講義を行い、その後見学に来る学生への説明を学術
調査員で計画的に分担し行いました。
UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014年度年次報告書
5. むすび
調布祭に展示する装置の製作、説明の実施、平成
26年度 電気通信大学概論に使用する資料の作成、
第二展示室の整備などを実施しました。
平成 27年度も第二展示室の展示品の修理、整理
を進めて行きます。
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2014年度年次報告書「書籍、計測器の整理」
世古名知夫ta)
Annual Report 2013-2014 
SEKO nachio ta) 
t 学術調査員計測器担当
Academic Investigator, Test Equipment Division. 
a) E-mail: sekon@rapid.ocn.ne.jp 
あらまし ミュージアムの運用は収蔵書籍（資料）
が整理されおり、収蔵測定器・機器が管理されてい
ることです。今回は書籍の整理、収納測
を行い ました。
キーワード：日本十進分類法 高周波計測，高周波
測定器
1. まえがき
(1) 収蔵書籍の分類，
(2) 収蔵測定器の調査。
2. 年次報告書の内容
オシロ 15種
(1) 
(2) 収蔵庫の測定器の調査
3. 内容の説明
3.1 収蔵書籍の分類，
と
3300冊を「日
ごとに図書ラベルを貼りつけ
しました。
ら引きついた約
とで分類し（下表）、
査を行いました。
測定器の名称，機能・仕様，製造者，製造年月、
，外観寸法，重量について調査し、下記の結
を得ました。
計測器群
周波数計
電界強度測定器
璽璽台数
21種
21種
テスタその他 43 
4 むすび
(1) 
リストのチェック（浸水の後始末）
(2) 測定器関係
測定器の動態チェック
作業場所、保管（展示）場所の確保
（コード）
戸 語 (800
文 (900) 
70 
477 
教育 278 
402 
、半
1242 
253 
72 
27 
225 
3.2 収蔵測定器の調査
波測定技術（周波数・電カ・電界． SG・ 部
など）の無線通信の初期から今日までの変遷を展
示するために、収蔵庫に保存されている測定器の調
15 
UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
藤原寛人（新田次郎）の世界 I年次報告書 2013-
2014 
田中正智ta)
The space of the Fujiwara Hiro(Nitta Jiro) / Annual Report 2013-2014 
TANAKA Masatomo 
ta) 
t 学術調査員
Academic Investigator 
あらまし 本学卒業生藤原寛人の生涯についての調
査した。その結果にもとづき企画展示を提案する。
1 年譜（概要）
1912 （大正元）年 藤原寛人は長野県諏訪角間新田
に生まれた。
1932 （昭和 7) 年 無線電信講習所（本学前身校）
卒業、第 1級無線通信士。中央気象台
象庁）に就職。
山頂気象観測所で観測業務に従事。
1937（昭和 12)年 測器課勤務。気象用のラジオゾ
ンデなど観測機器の調査・研究をおこなっ
同郷の両角ていと結婚。同時に
1942 
1943 
突如ソ連軍が満朴1に侵入。てい
- I＼の子供を連れ、苦心惨憎九死に一
寛人は現地に抑留された。
1946（昭和 21) 年寛人帰国。中央気象台
測器課に勤務し、河川の水量を自動的に測
し伝送するロボット雨量計の開発などに専念。
併せて新田次郎のペンネームで著述を始め
1948 （昭和 23) 年 少年科学小説“成層圏の秘密”
“狐火”を執筆するが出版に至ら
1949（昭和 24)年 てい夫人が満小卜1からの引き揚げ
を記した『流れる星は生きている』（日
比谷出版）がベストセラーとなる。
1951 （昭和 26)年 “強力伝”が「サンデー毎日」
現代小説部門ー等に入選。
1955 （昭和 30)年には「無線ロボット
を受賞。
“山犬物語”「サンデ
に入選、「サンデ
日第四十七回大衆文
日」陽春特別号に掲
1959（昭和 34)年 伊勢湾台風襲来。気象庁の進路
予測的中せず。
1961 （昭和 36) 年 ヨーロッパ取材旅行。
1963（昭和 38)年 気象庁測器課長に就任。富士山
レーダー完成。
1965（昭和 40)年 国連気象機構 (WMO)気象測
器観測部会に
1966（昭和 41) 年気象庁を退職。
1973（昭和 48)年 アラスカ取材旅行。
1974（昭和 49)年 『アラスカ物語』新潮社。“武
田信玄”ならびに一連の山岳小説にたいして
「吉川
1775（昭和 50) 年 てい夫人とヨーロッパ旅行。
1977（昭和 52)年 ヨーロッパ講演旅行。
1978（昭和 53)年夫人と東欧旅行。
カナダ、アメリカ旅行。
1979（昭和 54)年 ポルトガル、マカオ旅行。
“サウダーデ（孤愁）”毎日新聞。
1980（昭和 55) 年 吉祥寺の自宅で急逝。
2 藤原寛人（新田次郎）が遺したもの
は、 山レー じ
測システムを開発し
新田次郎として山岳小説、およ
れる多数の文学作品に加えて“迷走台風”
など気象観測を題材とし
た小説
田信玄”には気象予報士のような村の
るかと思えば、美ぼう、勇カンあるい
に富んだ女性が出現する。
小説は人びとへのメッセージであり、気象観測は
自然界ないしは地球環境からの情報収集にほかなら
ない。彼にとっては小説も観測もコミュニケーショ
ン過程の一貫であった。
3. 企画展示の提案
2018（平成 29)年に予定される本学創立 100
記念行事のひとつとして、卒業生藤原寛人（新田次
郎）の回顧展を標記タイトルで開催することを提案
する。
内容／体裁は藤原寛人（新田次郎）の年譜を視覚
化した大型パネル（縦 1.8m、横 9.6m
場所は図書館下の西側壁面を予定する。
“孤島”「大衆文芸第三十周年記念百万円
小説」
1956（昭和 31)年 中央気象台が気象庁に改組。
“強力伝”で直木賞受賞。
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半導体デバイス展示 I年次報告書 2013-2014
時 田元昭ta)
Semiconductor Device Display / Annual Report 2013-2014 
TOKIDA Motoaki ta) 
t 学術調査員，電子管担当（第 6展示室）
Academic Investigator,, Electron Tube Division 
(6th Display紅 ea)
a) E・mail: tokida・mk@mti.biglobe.ne.jp 東 10号館 207室，
電話 5296
あらまし 第 6展示室の半導体デバイス展示コー
ナーでは半導体が電子デバイスとして最初に使われ
たころからのコレクションを展示している。 20世紀
に大いに発達したエレクトロニクスのキーデバイス
は、前半は電子管であったが、後半にはトランジス
タが、それがさらに発達して集積回路(IC)の時代と
なって、半導体デバイスは電子管の大部分の用途に
き代わっ
キーワード：半導体、 トランジスタ、集積回路、 IC、
LSI、
体
1. まえがき
メモリ、マイクロ・プロセッサ、
の政治、経済にも日常の生活にも、コン
ピュータとコミュニケーション技術は浸透している
が、半導体デバイスはそれを実現している技術の一
つである。 トランジスタ、 ICなどの半導体デバイス
して来たかを知って、今後のさら
と人材育成に資するため、
めている。
2 年次報告書の内容
1...、ヽ．．
2 ...  
3.ホームページヘの準備
4.将来の展示についての構想
5. 開発、実用化に関する文献類の収集
3. 内容の説明
3.1 半導体デバイスの展示計画実施
機能及び材料などによる分類をしたデバイス群ご
との展示とし、新しい機能のデバイスの発明、実用
化の過程が分かるように機能、構造、材料に分類し
て展示した。 2極素子であるダイオード、整流器か
ら、 3極素子であるトランジスタ、 FET、サイリス
タなどが、さらに、これらを集積して回路機能を
った集積回路(IC)となる流れがわかるよう
した。また、これらの分類とは別に、ゲルマニウム
からシリコン、そしてさらに化合物半導体への
体材料の変遷、パッケージの変遷、実装技術の発達
も展示した。デバイス群ごとに簡潔な説明カードを
付けたが、展示スペースが限られているので、 展
ケースごとの説明パネルと英文併記は今後
である。また、応用機器との関連を示すため、機器
を解体しての並列展示も増やしていきたい。
3.2 在庫品の整理、保存 ＼ 
多くの人たちから寄贈された現有品が在庫されて
おり、その確認と整理を進めている。 1925年の亜
酸化銅整流器などは極めて貴重なものが残っていた。
トランジスタの時代なっても、初期のころの標準化
の動きがなかった時期のものでは各社の特色があっ
て、今では市場では見られず、技術の歴史をうかが
える。企業や研究機関での開発品など、今となって
は入手の困難な貴重なものもある。これらは重複も
あるので、機能別、メーカー別に分類して現有状況
の確認を進めている。ダイオード、整流器について
ほぼ完了し、他の担当者にも分かるように外箱の表
示をした。その後はトランジスタに取り掛かってい
る。多量にある汎用品はデモセットなどの製作や補
修に使用可能であり、調布祭等に際して一部支出し
た。
3.3 ホームページヘの準備
来館前にネット上で情報を得たい人や、他の博物
との情報交流のためにも、 UECの HPに
るのが望ましい。これには他の展示品と
が必要なので実行前の準備として、
ある。半導体の場合は展示物 1品ごとではなく、
種分類ごとの解説を予定。とりあ
10種程度を作成し、さらに必要に応じ、キーワード
から詳細な解説に移行できるような仕掛けにしたい。
3.4 将来の展示についての構想
として、訴求ポイントを考慮し
展示の構想を練っている。検波器の変遷、 トランジ
スタの高周波化の歴史、メサとプレーナ、ゲルマニ
ウムからシリコン化の歴史、 LEDの発
パッケージの変遷、などいろいろな切り口が考えら
れる。これらは現在の展示スペースの中では常設展
は無理なので、イベントに際しての特別展示のか
たちになる。
3.5 開発、実用化に関する文献類の収集
開発、実用化に関する文献類の収集に努め
導体デバイスの発展と歴史を知るうえで重要な
代表的な論文、雑誌記事、特許明細書、製造段階で
の写真、チップ写真などを収集した。これら
ではなく、書庫に保管して、半導体デバイス
史の研究をする学内外の人に閲覧の機会を提供する
こととなろう。
4. むすび
常設展示や特別展示のための材料はかなりなものを
所有してはいるが、とりあえず定められた居示ス
17 
ペースに展示した。企業が運営する展示館では自
製品に限られ、それすらも利益を生まない部門であ
るとして廃棄されていくのが実情である。日本国の
半導体開発の立証であるコレクションが失われてい
くことに危機感を感じる。本学のミュージアムもボ
ランティアで成り立っている現状の学術調査員の高
かりで、後継者の確保の問題が 5年後、
10年後には顕在化するはずで、本学の、さらには日
本国の技術発達史資産をいかに守っていくかも考え
たし＼
＊ダイオードの分類在庫状況
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第 2展示室の整備(2)I年次報告書 2013-2014
中川圭介ta)
Making of the ROOM2 / Annual Report 2013-2014 
NAKAGAWA, Keisuke 
ta) 
t 学術調査員，コンピューター担当（第 2
Academic Investigator, Computer Division. 
a) E-mail: aaa@aaaa.com 東 10号館 207室，電話 5296
あらまし 第 2展示室の所蔵品の展示は最初の計画
に従って実行され、小規模の調整と説明パネルの改
・追加を行う段階になりました。この報告では、
最近の 2年間の展示の作業と、展示室を記述する
データの進化について報告します。
キーワード：見学コース、データ、博物館。
1. まえがき
る内容は、 2年間に行った具体的な作業の
中から比較的印象の強いものを 6編選び出して作り
ました。
この他に動態展示に向けた作業がありますが、そ
の内容については、
ります。
2. 年次報告書の内容
1.新しし
2.推奨見学コース
3. 
したメンバー
4. ビデオコーナーの再編
5........ 
6. 
3. 内容の説明
3.1 新しい展示品
ぁ
2014年 7月に約 10台のマグネティックスピー
カー、 11月にダイナミックスピーカーRCA106が
されました。いずれも 1920年代の代表的なス
ピーカーで、ラジオ受信機のコーナー内に、この
代のスピーカーについてほぼ満足できる展示ができ
るようになりました。
3.2 推奨見学コース
ミュージアムの調査員がいない時にも便利なよう
に、林学術調査員と協力して「推奨見学コース」を
設定し、 2013年 5月に案内図を入り口に掲示しま
した。 6個の推奨展示品を順に見て回ると第 2展示
して見学できるという内容です。今年度は、
入口の案内図を大きくすること、推奨展示品
に目立つ表示をつけることを考えています。
3.3 特別展示
2014年の調布祭で「1920年代のラジオ受信機と
スピーカー」を企画しました。 5台のラジオ受信機
と 10台のマグネティックスピーカーを使って現在
の放送を聴き、技術の進歩を考える内容ですが、 7
月に寄贈されたスピーカーが加わって、よい展示を
作ることができたと考えています。
3.4 ビデオコーナーの再編
ビデオコーナーに属する機器は、 (1)8mm/16mm
フィルム機器、 (2)アナログビデオ機器、 (3)ディジ
タルビデオ機器に分類しています。そして動作状態
の展示を試みてきましたが、実行が困難であること
などの理由で、 (1)は特別企画などの時に臨時の展示
場所に移動して展示する。 (2)は通常展示、 (3)はい
ろいろなビデオを利用した動作の解析などで代行す
ることに決めて 2014年の 9月に配置換えをしまし
た。これに先立ち小型の展示品の整理を行い、
室内のラックの目立たない場所への格納、
移動などを行いました。
3.5 文書製作システム
「タイプライターからワープロまで」の
(2012)を見やすいようにガラスケース(G7)にまとめ
システム」としました。内容は、タイプ
ライター（英文、独文）、活字、ゴルフボール型印
ユニット (IBM)、デイジーホイール型印字ユニット
(Diablo)、インクジェットユニット、製図器、ロッ
トリング、各種定規、 TeX
型のパネルを使う
3.6 展示室関連のデータ
内容を記録するデータは最初、すべての
所蔵品の一覧表（基本台帳）、個々の所蔵品の短し
明と写真のファイルの集合であるデータベース、
ウェブサイトに掲載する写真付きの系統木で構成さ
れていました。その後展示室の充実とともに 2013
年ころから展示品のラベル、開発の歴史のパネル、
特定の展示品のより詳しいパネル、まだ数は少ない
けれども詳しい構造や原理を解説する小冊子などが
作られてきたことを反映して、それぞれのファイを
とめ、さらにそれらすべてを集めて第 2展
示室の記述データとして管理しています。
4. むすび
2展示室もようやく展示の形が整い 2015
はパネル、小冊子の充実を仕事の中心
を進めることができそうです。さらに、展示室の内
容はすべて蓄積されたデータの中に存在する、ある
いはするべきである、と考えられるので、第 2
室（あるいは博物館）を的確に表現できるデータの
元的な構成を試みる予定です。
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平成 26年度／年次報告書 2013-2014
中村治彦ta)
Annual Report 2013-2014 
NAKAMURA Haruhiko ta) 
t 学術調査員，通信関係担当（第 1,4展示室）
Academic Investigator, Communication Division. 
a) E-mail: frkki84@gmail.com 東 10号館 207室，電話 5296
あらまし 学術調査員として平成 26年度に行った
について以下に取りまとめ報
る。
キーワード：日露戦争、三六式無線電信機、電気通
信法令、第 1次世界大戦、三式空一琥無線電話機
1. まえがき
我が国近代電気通信発展の背景には国際環境の
グループは先に無線通信黎明期に発生
における我が国の情報通信史実につ
いて研究講演、論文の学会誌発表等を行ったが、引
き続き学術的視点からの追跡調査を続けている。
また 2014年の第 1次世界大戦 100
に合わせ同大戦期における我が
も各自テーマを分担し
さらに今回、
も行っ
2 年次報告書の内容
1. ＝ -9 9 .， 
2. 
3. 
4.三式空一琥無線電話機（零戦等旧海軍単座戦闘
機搭載）譲受に関する関係先との折衝
5. ミュージアム展示説明パネル作成および改訂
3 内容の説明
3.1 三六式無線電信機実物の存在調査
我が国近代史に重要な寄与をした―
機実物は、下記 3台が昭和終戦まで保存されていた
ことが伝えられているが、今日実物の存在は確認で
きない。この間の経緯について学術的視点から追跡
を行った。
1) 記念艦「三笠」展示品： （公財）三笠保存会に
対し聞き取り調査並びに文献調査を行った。
20 
1935年三笠保存会発行の書物に、「三笠」無線室
には 1926年記念艦開館当初から三六式無線電信
機が展示されていたという記述があるが、「三
は 1945年終戦とともに艦体上部構造物が解
され、その後進駐軍ダンスホール、水族
館になった。その間に無線機を含む艦内
の多くは失われた。朝鮮戦争特需により金属
類は盗難スクラップ処分されたと推定される。
当時の収蔵品目録は現存せず処分品リスト等も
ない。往事の無線室写真も現存しない。
は日露戦争終結直後の 1905年 9月佐世保軍港に
おいて火薬庫火災により爆沈、その後引き揚げ
修理改装再就役した。無線機も四年式送信機
（主）、三六式送信機（予備）、四三式受信機に
換装されており、 1926年記念艦になった際展示
された無線機機種の詳細は確定できない。
なお現在の「三笠」艦体および無線機は 1961
年に復元されたものである。
2)海軍館展示品：私が発見した 1940年の写真に
より三六式無線電信機実物が展示されていたこ
とは確認できた。展示品類の消息に関し（公
財）水交会へ訪間調査をおこなった。原宿に
あった海軍館は 1945年戦災により 3
分が焼失したが ーロィ‘‘、あっ
た 1, 2 3 
終戦後の 1946年、海洋博物館とし 卜
が計画されたことから多く
たのではなかろうか。ところが突如 GHQより
物接収命令があり、急逮立ち退きを要求さ
洋博物館計画も立ち消えになった。現在、
ている書類は建物不動産返還交渉に関するもの
のみで、展示品類がどうなったかは資料がなく
生存する関係者に聞いても全く分からない。
3) 
され
ていたという旧海軍関係者の伝聞記録がある。
その真偽を確認ずるため関係先に聞き取り調
を行った。
イ）防衛省防衛研究所史料室調査。同所に終戦
時の日本軍残存兵器一覧、米軍引渡リスト
が保存されているが三六式無線電信機接収
係資料は発見できず。
ロ）防衛省装備施設本部に対し、現在米軍が接
収使用している施設内に存在する旧日本軍財
目録、接収貸与品リスト等の存在について
質問を行ったが、存在しないとの回答があっ
た。
ハ）在日米海軍司令部横須賀基地広報部に対し、
同司令部が使用している旧
建物内に三六式無線電信機展示品が現在も存
在するか、終戦時の接収に関する関係書類が
るかについて質問を行った。それに対
し無線機も関係書類も存在しないとの回答が
あった。
◎以上の調査の結果、 1945年終戦時残存していた
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と言われる三六式無線電信機はすべて現在存在
せず、これ以外の三六式無線電信機が、他の場
所で保存されていた可能性は、軍用無線機が兵
器として軍事機密扱いであったことを考えると
あり得ないと思われる。
従って三六式無線電信機の貴重な実物は残念
ながら現在全く残存していないと断言できるで
あろう。
3.2 黎明期通信法令の詳細調査
我が国が日露戦争で初めて無線電信を実用した
1904（明治 37)年にはまだ無線通信の運用ルールを定
めた法令は存在しなかった。未経験分野であった無
を縦横に駆使した日本海軍はいかなるルール
のもとで混乱なく通信業務を遂行したのであろうか。
この点に注目して研究調査を続けている。
我が国の電気通信法令は東京ー横浜間
された 1869（明治 2)年の布告第千百—
により電報料金、取扱方法が定められたの
、その後電気通信業務の進展に合わせて法
され、 1873（明治 6)年「大日本政府
」、翌 1874（明治 7)年「日
、1885（明治 18)年
戦の 1894（明治 27)年には
「軍用電信法」が内閣総理大臣、逓信大
臣、海軍大臣の連名で公布された。 1900（明治 33)年
3月「電信法」制定、無線電信実用直前の 1900（明
治 33)年 10月には逓信省令第七十七号により
を無線電信に準用することが決定された。
には電波の拡散性という特
されていなかった混信とい
う間題があり、通信秩序維持のため新しいルール作
りが必要であった。このため日本海軍は独自に
1901（明治 34)年、内令により「無線電信通信取扱規
則」を制定、 1904（明治 37)年勃発した日露戦争で初
めて本格実用された無線電信の運用にあたってはこ
のルールが適用された。また日本陸海軍の有線・無
ヽずれも対馬厳原、佐世保において逓
信省回線に接続され東京まで伝送されたので、軍用
電報の公衆回線での取扱Jレールが定められた。
3.3 第 1次世界大戦期における我が国軍用電気通
信網の実態調査
1次世界大戦における我が国の
による山東半島攻略戦のほか、海軍の行動範囲は太
平洋全域、印度洋、地中海にまで及んだ。このため
海軍は洋上の要所に無線中継艦を配置して通信の疎
を図った。またドイツ領南洋群島占領後はドイツ
が布設した海底電線を修理し新たに沖縄に陸揚げし
て使用、島嶼に無線電信局を開設した。これらに
する学術資料として防衛省防衛研究所所蔵史料「海
―四年海軍戦史巻六」、「大正戦役戦
巻八十八（南洋各島無線電信所視察報告
を入手した。現在これら史料の解析を進
めている。
3.4 三式空一琥無線電話機譲受に関する関係先との
折衝
日本海軍単座戦闘機用として 1943年開発実用さ
れた「三式空一琥無線電話機」実物は、現在横浜在
住個人収集家所蔵の 1台のみが存在確認されている
が、 1978年琵琶湖から引き揚げられた零戦 62型機
内に同型無線機が装備されていた。この機体および
無線機は長期間水中にあったため表面がかなり腐食
しているが完全に原形をとどめており、京都嵐山
術館に展示された後、和歌山県白浜「ゼロパーク」
に移設展示、その後呉市海事歴史科学館（通称大和
ミュージアム）に譲渡された。その
復元整備されて陳列されたが無線機は展示品から外
された。先般同館において軍事史学会行事が開催さ
れた際、戸高一成館長に面談、もし無線機が不要な
らば当方へ該渡頂けないか打診した。
ある
しいが貸し出しは可能と
3.5 ミュージアム展示説明パネル作成および改訂
「我が国における電気通信の発展」「アマチュア
無線の歴史遺産」説明パネル作成、既存パネルヘの
説明加筆 2件を行った。
4. むすび
電通大ミュージアムの使命は、コレクション
なる陳列披露、機器構造の工学的解説のみに終わる
ことなく、その物が存在した歴史的背景の社会科学
を加味した重層的総合解説を行うことによ
り、見学者に展示品を通して電気通信の発展に対す
る学識理解を深めてもらうことにあると確信し説明
資料の整備に努めている。（以上）
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藤岡清登ta)
Annual Report 2013-2014 
FUJIOKA Kiyoto ta) 
t 学術調査員，電子管担当（第 6展示室）
Academic Investigator, Electron Tube Division. 
a) E-mail: fujiokak@topaz.ocn.ne.jp 東 10号館 207室，電話 5296
あらまし 2014年の調布祭において小型テレビの特
別展示が企画されました。今回はテレビ技術史上で
も大変興味深い構造の CRT(CathodeRay Tube)が使用
された 3機種を選定し、 CRT技術の調査と、動態展
示するための回路の修復作業を実施しました。
キーワード：ビームインデックス CRT、扁平型 CRT、
シャドウマスク CRT
1. まえがき
テレビ用 CRTは、カラー化、高輝度化、画サイズ
の大型化、画質の向上、奥行き短縮へと目覚しい進
を遂げてきました。携帯テレビ用などの小型管の
分野では、これに加えてセットの小型軽量化と低消
めに様々な技術が提案され商品化がな
今回はこの中でも技術的に特徴のある
ビームインデックス CRT、扁平型 CRT、および超小
シャドウマス CRTが搭載された小型テレビ 3
して展示しました。以下にこれら
用されている CRTについて調査結果
2. 年次報告書の内容
1. ビームインデックス方式カラーCRT(4") 
2.扁平型白黒 CRT (4") 
3.シャドウマスク方式・超小型カラーCRT(l.5")
真は、左から 4"INDEXTRON (KV-4SV2 ソ
ニー）、 4"watchman (FD-40Aソニー）、 1.5" Color 
Solo (TR-101CT 松下）。
3. 内容の説明
3. 1 ビームインデックス方式カラーCRT(4") 
図 lにビームインデックス CRTの構造例を示しま
す。この CRTは、一本の電子銃と、 RGB蛍光体を
縦にストライプ状に配置した蛍光面で構成されてい
ます。また蛍光面の裏側（電子銃側）にはインデッ
クス蛍光体のストライプが塗布されています。構造
が単純なこと、シャドウマスクのような雷子ビーム
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を遮るものがないため、高輝度、低消費電力、更に
は単電子銃であるために色ずれが生じない、な
理的に優れた性能を有するため、古くから実用化を
目指して研究がなされてきました。
動作原理は、インデックス蛍光体の発光を検知す
ることによって、電子ビームが現在どの位置にある
かを検出し、ビームが各色の蛍光体ストライプを通
過するはずの時刻を知り、これに合わせてそれぞれ
の色の信号を順次、ただ一本の電子銃に加えること
によって正しい色を再現するものです 1)。
写真 lに、展示したセット (INDEXTRONKV-
4SV2ソニー）に使用されている CRTの外観を示し
ます。ガラス容器の一部が透明になっており（採光
窓）、この部分からインデックス光を取り出す仕組
みになっています。
前面ガラス
図 1 ピームインデックス CRT
このセットの修復で窮したことは、インデックス
信号回路が LSI化されており回路が複雑難解で、動
作を完全には理解できなかったため、修理は予想外
に難航しました。
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3. 2 扁平型白黒 CRT (4") 
1982年、ソニーは画面サイズ 2”、厚さ 16.5mmの
CRTを開発し、これを搭載したポケットテレビ
(FD-200)を商品化しました。この CRTは水平偏向が
した。 CRTはその後改
良され、蛍光面を少し傾斜させて水平・垂直共
磁偏向に変えた 2",3", 4”の 3品種が商品化され携帯
テレビに搭載されました。扁平管は電子銃と
との間の距離が走査によって大きく変化するため、
通常のテレビ回路で駆動すると表示画面が扇形に歪
み、またフォーカスも画面の上部と下部で著しし
じます。そのために独特の歪みの補正回路と
ミックフォーカス回路が使用されています。
。
,8, 
／
 
〉
/
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図2扁平型 CRT(04JMソニー）の概略図寸法は実測値 mm
またこの CRTはテレビだけでなくインターホンに
も多く使用されました。
図 2および写真 2に、今回展示した 4"白黒テレ
ビ (watchmanFD-40A ソニー）に使用されている
CRTの概略図と写真を示します。
3. 3 シャドウマスク方式・超小型カラ
CRT (1. 5") 
1983年に松下電器から 1.5インチ型 CRTポケッ
ト・カラーTVが発売されました。 CRTは据え置き
型カラーTVのシャドウマスク CRTと同じ構造で
シャドウマスク管としては世界最小のものです。
非常に精緻な製造技術により商品化されたもので、
13mm <I>のネックの中には 3本の低消費電力
銃が、大型管と同様にインライン状に実装されてい
ます。偏向コイルは水平にはサドル型、垂直にはト
ロイダル型が使用されています。
画面サイズが小さいため、テレビ本体には拡大鏡
きる構造になっています。
3にこの CRTの外観を示します。
写真 3超小型シャ
(A04JGM 
4. むすび
小型 CRTテレビはその後、 1983年 6月に世界初
の液晶白黒ポケ、どトテレビ（カシオ TV-10)、そして
8月に世界初の TFT液晶カラー・ポケットテレ
ビ（エプソン ET-10)の発売が契機となり、徐々
化が進みました。
一方では 1985年に 8ミリビデオカメラが商品化
されてから、白黒 CRTはビューファインダー用とし
て超小型、高解像度、軽量、低消費電力の白黒 CRT
のニーズが高まり、高画質のカラー液晶ビューファ
インダーが実用になるまで使用されました。
今後は引き続きビューファインダーも含めた小型
管の調査と、動態展示するためのセットの修復を継
続したいと考えています。
参考文献： p321 オーム社
23 
UECコミュニケーションミュージアム 2013-2014
年次報告書 2013-2014
横光治ta)
Annual Report 2013-2014 
KOHJI Makita) 
t 学術調査員電子管担当担当（第 6展示室）
Academic Investigator,Electron Tube Division 
a) E-mail: mm-73km@m2.hinocatv.ne.jp 東 10号館 207室，
電話 5296
あらまし 調布祭における市民・学生に対し動態展
を企画、調査員による製作から展示説明を実施し、
一般市民や学生に対し「電子技術」の一端の紹介と
PRに寄与した。
当館に相応しい展示品の入手（寄贈）を実現し一
段とミュージアムの価値を高めた。
また、他館との交流を実現し双方の存在がより認知
された。館内においては HP/WGがようやく動き出
した。
1. まえがき
大学および当館の PR＝認知度を高めるため、静
止状態の展示品とは別に「驚き＆感動」の動態展示
と考え、毎年調布祭を中心に趣向を凝らした
製作した。また、人脈＝ネットワー
し、当館の価値を高める展示品（機器）の
も行なった。同時に他館との交流も図っ
2. 実施内容
2.1 2013年度動態展示
「光る！数える！廻る！鳴る！」のタイトルで特
別展示を実施し
2.1 2014年度動態展示
「テレビのいろいろ数字表示のいろいろ」のタ
イトルで特別展示を実施した。
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3当館に相応しい寄贈品
3.1長崎海岸局 中波送信機 (NTT) 
当館が入手したい中波送信機が人脈のお陰で連携
よく費用発生も無く確保できた。
3.2 GMDSS 日本無線 (JRC) 
かねてより希望していた機器が、関連品も含め多
くことができた。
4 他館との交流
「東京海洋大学」並びに「NTT技術史料館」と
の交流が実現できた。今後、他機関とも実現できる
よう人脈を構築する。
5. むすび
「日 P/WG」が発足したが、日
が集まる機会がない3 メールでは円滑なコミュニ
ケーションは十分できない状況にある。また、日 P
に掲載する担当者が館長というのもスピーデーな運
用に欠ける。この改善も大学当局には考慮戴きたい。
ヽ間、当館の実務に携わってきた調査員と、た
まにしか来館しない調査員の実情把握のギャップが
大きい。「場所＝倉庫など」が無い・「お金
が無い・「時間＝実働時間」が無い、その中で「あ
らまほしきこと↓を承知しながら工夫して運用して
いるのが実態である。自らも「もどかしい」と感じ
ながら活動していること、理解してほしい。
以上
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Display Action/ Annual Report 2013-2014 
Gentaro Miyairi ta) 
t 学術調査員展示活動担当（第 5展示室他）
Academic Investigator, Display Creator 
a) E・mail: gmiyairi@triton.ocn.ne.jp東 10号館 207室，
電話 5296
あらまし 当年はミュージアムニュースの発行、企
画展示の開催、有線電信展示品の収集、収蔵図書の
どを担当または関与した。
キーワード：ミュージアムニュース、
画展示、自作の時代、長野市立博物館、収蔵図書
1. まえがき
当年は、第 5展示室の有線電信展示の質的向上、
「ミュージアムニュース」の編集•発行、常
に彩りをあたえる企画展示「自作の時代」及
び長野市立博物館での「昔の通信」を計画・実施、
2 年次報告書の内容
1. ミュージアムニュース
2.. 
3尋
4. 
3. 内容の説明
3.1 ミュージアムニュース
などを行った。
当ミュージアムに在籍して活動している約 30名
は出勤日時が同じではなく、各自の都
に合わせて活動している。そのためお互いの触れ
あう機会が少ない。そこで、学術調査員同士の理解
と交流・親睦を図る目的で機関誌「ミュージアム
ニュース」の発行を提案し 2013年 4月に創刊号を
し、その後 3カ月ごとを目標に発行して当
内に 8号までを発行した。筆者はその間編集を担当
協力いただいた各執筆者に感謝している。
3.2 
3.2.1企画展示「自作の時代」
当ミュージアムにはテーマをしぼった企画展示が
必要であると考え、 2013年に企画展示を提案した。
と本学卒業生の協力を得て、 2014
年の調布祭を中心に 11月 5日より 29日まで「自作
の時代ー1950年代の学生たちー」と題する展示を
開催することができた。幸い多くの来館者に見ても
らうことができたが、当初目論んだ本学学生やその
年代の人達より中高年層からの反響が多かったのが
印象的だった。準備の中で、展示場所の決定に苦労
した。しかし、多くの関係者の協力により企画展示
が きたことは、今後のミュージアム活動への
先鞭がつけられたのではないかと考えている。
3.2.2長野市立博物館での企画展示「昔の通信」
長野市立博物館より博物館まつりのイベントにつ
き協力依頼があり、当ミュージアムの展示の中から
子供向けの展示を選んで次のような企画展示を実施
した。
(1)2013年 9月 23日 モールス通信実演（第 5展
錯覚・錯視の体験（第 7展示室）、天気図受信
機実演
(2)2014年 9月 23日 モー）レス通信実演、錯覚・
錯視の体験（第 7展示室）、電子おもちゃの実演
それぞれ、わずか 1日間の催しであるが、地方で
はめったに見られないユニークな展示実演で、子供
たちだけでなく同行した父兄にも好評だった。
多くの学術調査員にも協力いただいて感謝している。
3.3 電信柱の入手
本学の起源であるモールス
している。
ビスとして長い歴史を持
ちわが国の社会に溶け込んだ分野であることから、
された関連教育機器を利用して初期
を 2010年秋に完成さ
示は、有線電信を動態展示させることを優先して
成させたので、当時の機器とは動作的には同じだが、
当時の実物とは異なる代替品（例え
ど）を使っている。その後も純正品を入手する
けてきたが 2014年 10月に NTT技術史料館より
を処分するという情報があり、 NTT研究所
OBの協力を得て、 2015年 3
を入手することができた。何分大
型の品物なので、長さ 1.8mに切断して展示してい
る。明治 40年に建てられた電柱の 1本である旨の
表示板が取付けられており入手できて良かったと
っている。
3.4 収蔵図書の整理
当ミュージアムが所蔵する大量の図
史料として保存かつ有効に活用できるよう
とともに活動してきた。地味だが貴重な
活動を担っている担当学術調査員に側面援助をして
きた。
4. むすび
当ミュージアムの膨大な資料と多彩な経歴の学術
との交流の中からいくつかのテーマに関心を
ち、それぞれにつき認可をいただき、有志の方々
と智恵をしぼり、ポケットマネーを駆使して実現で
きたことは幸せであった。体カ・気力の低下に悩む
が、残された力の限りを尽くしてがんばりたい。
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山肩昭夫ta)
Water cooled transmission tube, 4W20000A. 
Akio Yamakata ta) 
t 学術調査員電子管担当（第 6展示室）
Academic Investigator, Electron Tube Division. 
a) E-mail: : jalirh@nifty.com 東 10号館 111室，電話 5296
1. あらまし
平成 25年度及び 26年度を通じて、当ミュージア
6展示室にて公開中の真空管、および収蔵庫に
保管中の真空管の全てについてリストを整備した。
またホームページの改修に備え、展示中の真窄管の
を実施した。
キーワード：
2. 作業の概要
6展示室にて公開している真空管は、初期のも
のから最終期に至るまでの、受信管、送信管、特殊
を合わせて約 800本、これ以外に収蔵庫に保管
ると 13,000本余りに及ぶ。
のリストとして、
が作成したものがあっ
の後の寄贈品が加わったこともあり、このリストを
としつつ、項目の追加整理を行った上で新たに
の所蔵真空管の点検を行い、新らたに作成する
こととなった。
中のものを別にして、破損して空気が入って
しまったものや、ヒーター（フィラメント）が断線し
ているものは除外した。ただ製造数が非常に少ない
なものについてはこれらの故障品も保存し
てある。
また真空管は真空管製造会社の名前と管名が記さ
れた収納箱に入れてあるのが本来の姿であるが、機
ら取り外されたものや中古品の中には箱が無い
ものが多く、白箱を新たに用意し収めた。今回
め新たに用意した白箱は 3000本程に上る。
それでも数の不足から MT管の一部はまとめて収納
することとなった。箱にはメーカー名および管名を
し、以降の確認やピックアップが容易に行えるよ
うにしてある。
リストには個々の真空管の、箱に記されている管
名、タイプ型名、メーカー名を記載した。また
ST/GT/MTといった形状の別、電極数、主な用途等
も記してある。
その上でプラスチックの引き出し式の収納ケース
に収めた。このケースには戦前に製造されたもの（戦
前）、多量寄贈者のもの(Bおよび 0)、一般(A)の別に
を付けた上で、通し番号を付した。 リストで
はこの通し番号から以降の検索を容易にしてある。
ケースの数は 200を越える。
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この作業と別に現在展示中の真空管の全てについ
て、個別の写真を撮影した。以前撮影されているも
のも多いが、展示品の入れ替えもあり、将来ホーム
ページの刷新に備えての作業として行った。写真は
撮影後現像処理を通じ、各種用途に使えるように整
理を行ってある。
3. むすび
この二つの作業には、青山・磯田両学術調査員と
ともに、週一回ないし二回のペースで臨み、ほぼ一
年を要した。
出来上がったリストの効用は大きく、収蔵品の修
うにあたって必要が生じた真空管の抽出や、
外部への展示品の貸出要請にも短時間で応ずること
が可能となった。また将来展示品の入れ替えを行う
場合にも容易に対応可能であると予想される。
これからもリストのメンテナンス し、この
していきたいと考える。
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第 3展示室、および第 1展示室軍用機器部分／
年次報告書 2013-2014
芳野赳夫ta)
Annual Report 2013-2014 
Takeo Yoshino ta) 
t 学術調査員，第 3展示室、および第 1展示室軍用機器部分
Academic Investigator,. 
a) 東 10号館 211室， 119室，電話 5296
期間： 2014年 4月―2015年 3月
現状報告の大要 上記期間は、担当者である芳野赳
夫は 2013年 5月、シンガポールにおける国際会議
出席の帰途、 A-800型航空機内において、脊柱圧
縮（通商ぎっくり腰）を発生し、この治療及び療養
のため、特に報告する事項が無く、現状のまま変更
なく過ごしている。幸い健康状態は徐々に快方に向
かっており、この快復状態に従って展示室の改善を
進める予定である。
し‘
過去 3年間、担当
ので、再度、第 3
゜
1 第3展示室の現況
1.1 はじめに
3展示室は、無線通信を構成する最も
あらゆる悪条件の中で目的の受信信号の正確な検出
を可能とする、最も高度な技術の集大成とされる
波・超短波通信用受信機について、 1920年代に始
まる技術の発展追及の流れを、各年代に従って分か
り易く展示することを目的とした展示室である。
は、主に安川七郎氏の寄贈の通信機を中心として、
1920年代から 1960年代に至る期間の技術の発展過
程に関する展示を行っている。
1.2 世界的に貴重な展示品
特に展示品の中に、本ミュージアムの宝でもあり、
世界に残存する唯一の名品として、国際的貴重品と
して注目されている有名な短波用ダイバーシティ受
「1938年製の HallicraftersDD-1」を展示し
ている。また 1927年のリンドバーグの大西洋単独
無着陸の成功に刺激されて、世界中に急速に航空路
が開設され、同時に航空路の安全・運行制御の必要
性が高まり、これに応じて 1932年に米国 National
社は AGS受信機」 (AviationGround Service)を発
した。 AGS受信機は世界で最初にスーパーヘテロ
ダイン回路を通信用受信機に採用したことで有名で
あり、世界に極めて少数が現存する希少な完全無欠
品の[1936年製 AGS受信機］を、上記の DD-1と
3展示室の入り口に最初に展示している。
1.3 通信用受信機の発展
無線機の黎明期から 1960年代に掛けて、米国で
3大通信機メーカーとして知られている National社、
Han1mar 1 und社、 Hallicrafters社がある。第 3展
示室では、 1927年頃から 1960年代の真空管時代の
終焉期に至る改良とその発展の歴史を、通信界にお
いて長く一世を風靡した National社の HRO受信機
を各年代順に展示し、 1934年から第 2次大戦を経
て、戦後に続き、 1960年、通信用受信機で初めて
トランジスタ化した HRO500．が発売されるまで、
HRO受信機を各年代順に展示し、来館者が比較体
験できるようにした。
無線通信従事者たちは極めて初期の段階から、
信機のダイヤルで正確な受信周波数が読み取れ、
信機の周波数切替えを行っても常に正確な周波数が
きることを望んでいた。正確なダイヤル表示
の実現は、通信用受信機がディジタル化される
1980年代までの歳月を要した。同時に特に早い段
階から悩まされた受信周波数のバンド切換えの確実
を求めた各社の工夫改良の課程が、実機の機構を
取り出した展示によって、歴史的に順序よく一目瞭
然理解できる展示を行っており、この点が
ヽ評価を得ている。
周波数帯バンド切り替えは、スーパーヘテロダイ
ン方式が使用される以前の 1-v-1時代から、
National AGSのように周波数バン
コイルを幾つも差し替える方式となり、バン
一体化してプラグイン差し替え方式にした HRO
シャーシーの中を一体化したコイルケースを
横にスライドするカタコンベ方式、また第 2次大戦
中に重用された Hammarlund社の SuperPro
機のように機構的にがっちりしたカム構造による切
替機構など、初期の技術者が如何に周波数切り替え
の不安定性の改良に努めたかを、現物を用いたジオ
ラマで実際に体験できる展示は、来館者の高い評価
を得ている。
の周波数の正確なダイヤル機構
と超精密な機械構成によって実
しようとした、コリンズ R-390型受信機の寄贈を
受け、第 3展示室に展示している。
1.4 ディジタル時代の通信用受信機の展示
現在第 3展示室では、通信用受信機の創設期から
1960年代の真空管使用時代までのスーパーヘテロ
ダイン回路の改善による性能向上について
している。しかし完全にトランジスタ化した 1980
年代以降は、ディジタル化が進み、受信波は A-D
換されディジタル信号処理回路を通して、あらゆる
変調方式も受信できる時代に変化し、正確な周波数
直読も実現した。第 3展示室ではこの DSP(Digital
Data Processor)受信機も確保しており、担当者の体
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力回復を待って近い将来特別展示を行い、次第に
設展示に移行する計画を立てている。
1.5 その他の貴重な展示
安川家に保存されていた第 2次大戦以前の我が国
のアマチュア無線局の免許申請過程の原本のコピー
と免許状を展示した。戦時下のスパイ事件を恐れた
当局がアマチュア無線申請者の身元保証を強く求め、
当時、学習院の学生であった安川氏が、当
院長で海軍大将の野村吉三郎に身分保障を依頼した
文章の原本の写しなど一式の書類の展示は、戦時下
の無線通信の統制を示す証拠資料として、永遠に後
世に残していくべき資料である。
2 第 1展示室軍用機器展示
2.1 はじめに
1展示室軍用通信機展示により、主として第 2
次大戦時における日米の軍用通信機を比較展示し、
当時の彼我の無線通信に対する考
を直接比較できる。特に日
に考え、第 2 次大戦終了まで旧式な
ら 6号までの野戦通信機を使ってし
を用いた高性能の野戦用
に安定確実な野戦通信を確保して
の比較から
2.2 第 2 次大戦•以降の米国の航空機搭載機器の展示
大戦中生産されたすべての航空機に搭載された
ARC-5型隊内通信機が展示されている。このシステ
ムは受信機 3台、送信機 2台、電話変調電源から成
り、 1939年以来殆ど回路変更なく百数十万台が生
性能は高く安定している。
された基地間通信用受信機の
BC-348は 1938年から戦後まで 14万台生産され、
戦後は精密なコリンズ方式の ARR-4じ受信機に代
わった。また B-29長距離爆撃機の出現に合わせて、
新規採用された出力 100Wの ART-13型送信機も展
されており、これも 12万台以上が量産されてい
る。第 2次大戦後ジェット戦闘機が開発されると、
ARC-5では空洞胴体内の収納が難しくなり、
用航空周波数が 200MHz-400MHzと改変なったた
め、隊内・長距離・帰投用中波受信機までを 1つの
筐体内にまとめて収納した ARC-27搭載通信機も
されている。またベトナム戦争のさなかに開発さ
れた RT-295B型ヘリ搭載用通信機は、サブミニ真
空管を配線基盤に直接ハンダ付けしてあり、真空管
からトランジスタヘの移行期の回路設計例として極
めて興味がある。この機器は 2台展示され、うち 1
台はその興味ある内部構造が分かるよう展示してい
る。
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2.3 日米の通信機生産思想の差
展示機器から、米国は事前に十分試作を
定性能を得た小種類の機器を共用し、多年にわたり
非常な多量生産を行って、故障時に自由に交換可能
で整備もらくとなり、常に安定供給する少種多量生
と、少量多種生産にこだわった日本の生産
体制との明確な相違が展示品を通して容易に理解で
きる点、見学者の高い評価を得ている。
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あらまし これまでミュージアムに収集された雑
・会報は、図書館倉庫 1階の書棚に収蔵されてお
り、現在も増え続けています。筆者はその整理を担
当しています。雑誌は主に大正から昭和の、国内と
海外で出版された無線通信技術に関するもので、
般にも馴染みの深いものです。作業は、ダブって収
蔵されている本を分別し、年月順に並べること。将
も視野にいれて整理を進めていますが、
般貸出しには、書籍の紙質が悪く傷みが激しいため、
今後議論が必要に思います。閲覧は、今でも随時可
能です。国内の雑誌類は、これまでに 8割がたの整
理が完了しました。この報告書では、その主なもの
を取上げ書棚の場所を説明しま
ワード：ミュージアムには大正・昭和の無線雑
誌が揃っていて、随時、閲覧可能です。
1. まえがき
国内で出版された雑誌を、海外雑誌に先立
中です。この 1~2年の活動は、書棚に「連一列一
段」の番地を振り、マグネット式のラベルで書棚に
どの雑誌がどの書棚に収蔵されているのかが、
るようにしました。主な雑誌について
します。また、筆者は整理の傍ら、個人的
な興味で「戦前のオリンピック放送」というテーマ
していま
2 年次報告書の内容
1. 「ラヂオの日本」の収蔵状況と内容の紹介
2. 「無線と実験」の収蔵状況
3. 「CQham radio」の収蔵状況
4.その他の雑誌の収蔵状況
5. 今後の予定
3. 内容の説明
3.1 「ラヂオの日本」の収蔵状況と内容の紹介
「ラヂオの日本」は、大正 14年(1925年） 11月に
日本ラジオ協会（後の日本放送協会）により創刊さ
れた技術雑誌です。ラジオ公共放送開始直後からの
発刊です。当所には、その創刊号から昭和 18年 2
月に本の題名が「電波日本」に改定されるまでの、
昭和 4年に発行されているはずの 5冊を除き、全冊
が収蔵されています。書棚は、「7連ー3列ー4段」
です。（段は、下の棚から上へ 1段、 2段、 3段と
数えます。）
私は、昭和 7年開催の第 10回ロサンゼルス・オ
リンピックと、昭和 11年開催の第 11回ベルリン・
オリンピックの放送の実態を調査していますが、
「ラヂオの日本」は、いろいろな情報をもたらして
くれます。その一端はミュージアムニュース第 6
でも紹介させて頂きました。
3.2 「無線と実験」の収蔵状況
大正 13年(1924；年） 5月に無線実験社（後に誠文
堂新光社から出版）が創刊した雑誌で、
には、その創刊号から 2012年 12月号まで収蔵され
ています。初期のものは、痛みが激しいものの、ほ
ぼ全冊があります。収蔵している書棚は、「6連ー1
列ー2段」です。内容的には、ラジオ受信機が中心
です。
3.3 「CQham radio」の収蔵状況
昭和 21年(1946年） 9月に日本アマチュア
盟」（後に CQ出版社から出版）により創刊された
、アマチュア無線をされる方は皆さん読まれ
たと思います。 ミュージアムには、その創刊
2012年 1月号まで集められていま
発刊号は、ほぼ全冊が収蔵さ
している書棚は、「6連ー3列ー1
3.4 その他の雑誌の収蔵状況
国内で出版された雑誌で、当所で収蔵している
と書棚の No．を下記しま
No. タイトル 出版社 書棚 No
1 Ham Journal CQ出版社 6 -2 -1 
2 モービルハム 電波新聞社 6 2 -2 
3 ハムライフ 電波新聞社 6 -1 -1 
4 電波科学 日本放送出版協会 7 -2 3 
5 ラジオ技術 ラジオ技術者 7-2-2 
6 子供の科学 誠文堂新光社 7 1-3 
7 初歩のラジオ 誠文堂新光社 5 1-5 
その他に、技術雑誌ではありませんが、東日
震災を記録する雑誌・グラビアを 27冊ほど収蔵し
ています。書棚は、「5連ー1列ー6段」です。
3.5 今後の予定
海外で出版された雑誌もミュージアムにたくさん
あります。「 QST」や、「AmateurRadio CQ」
「AntiqueRadio Classified」などです。国内の雑
誌整理が一段落したあと、海外雑誌の整理に取り掛
かる予定です。また、それがすんだら、大正、昭和
期の電気学会や電気通信学会などの学会誌や会報も
未整理のままなので、それらを整理したいと思いま
す。
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